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新技術の概要

従来技術・競合技術との比較

新技術の特徴

インフルエンザの早期治療のためには、感染初期における迅速な診断が必要です
が、ウイルスが増えていない発症直後では感度の低い迅速診断キットによる診断
は困難です。今回、ウイルスを捕捉可能なペプチドを修飾した電極デバイスを開
発し、少ないウイルス量でも検出することに成功しました。

これまでの迅速診断キットは感度が低く、また変異し続ける亜型に対応した抗体
を準備する必要があります。また高感度に検出する装置はありますが高価であり、
すべての医療機関に設置することはできません。本技術では、グルコースセンサ
ーに使われている電気化学で検出しており、安く小型で製品化できることが期待
できます。

•発症直後などウイルス量が少なくても検出が可能となる高感度な電極デバイス
　を開発
•抗体を用いることなく、ペプチドでどの亜型のウイルスでも検出することが可
　能
•携帯型およびウエアラブル型の小型デバイスへの実用化が期待

想定される用途

•携帯型およびウエアラブル型のウイルス検出デバイス
•ウイルス除去するバイオペプチドフィルター
•養鶏場や動物園など、ウイルス感染する動物の健康管理システム
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IFV ( ELISA )
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50% pep-DPPC/DOPC

H1N1 1

H3N2 2

1, H1N1 (A/Perto Rico/8/34)
2, H3N2 (A/Aichi/2/68)

H1N1 H3N2 IFV

(25 1 h)

H1N1 virus : 1,600 pfu
H3N2 virus :  320 pfu
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T. Matsubara, et al., PNAS (2016)
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